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漁業との調和による「海
う み

業
ぎょう

」の取組みと浜プラン

2022年３月に閣議決定された新たな水産基本計画において、地域を支える漁
村の活性化策として、「浜の活力再生プラン」（以下、「浜プラン」という。）が引
き続き位置づけられた。この中で、「浜プラン」においては、これまでの漁業所
得の向上に加えて、「海業（うみぎょう）」等の取組みによる地域の活性化につい
ても推進していけるよう見直しを図ることとされた。
全国554地区（2023年３月末現在）で実践中の浜プランは、水産業を核とする漁
村地域の活性化を目指し、浜ごとの特性を活かした創意工夫のもと、漁業者自
らが中心となり地域一体となって漁業所得の向上を目指す計画である。
現在、第３期浜プラン（2024年度～）のスタートを控え、多くの地区で新たな

プランの策定作業が本格化しているが、今回の見直しにより、今後、「海や漁村
の地域資源の価値や魅力を活用する事業」（水産基本計画）である「海業」によ
る地域振興・漁村の活性化を目指す浜プランが増えることが予測される。
「海業」は、1985年に当時の神奈川県三浦市の市長が初めて提唱したとされる
が、早くからその「海業」に着目し、先進的に取組みを進めている地区もある。
関西国際空港の対岸に位置する大阪府のJF田尻では、埋め立てによる漁場縮小
に伴い漁獲量が大幅に減少したことを受け、約30年前に着手した日曜朝市の開
催を契機とし、漁港を活用した漁業体験や海鮮バーベキュー、海上釣り堀など、
都市近郊の立地を活かした海業関連事業の多角化を図ってきた。この取組みは、
第１期浜プラン（2020年度までの５年間）で漁業所得向上120％を達成しており、
漁業を軸としつつ、地元商店との役割分担等、関連産業との連携により地域活
性化を実現している。
和歌山県のJF太地町では、多様な漁業振興を核としつつ、固有の地域資源で

あるクジラを活かした観光振興に力を入れている。クジラとふれあえる森浦湾
内でのカヤック体験をはじめ独自性の高い体験コンテンツを提供し、また、「道
の駅たいじ」における物販やレストラン運営を通じた地産地消体制の構築、修
学旅行の誘致や食育を中心とするツアー企画など積極的な集客活動を通じ、太
地町や企業とも連携し、多角的かつ先進的な取組みによって町の経済を発展さ
せている。
JFを中心とするこの２地区の取組みは、「海業」による地域振興・活性化の好

事例として高く評価され、「浜プラン優良事例表彰（2022年度）」（水産庁・JF全

農林中金総合研究所 
https://www.nochuri.co.jp/



農林金融2023・10
47 - 543

漁連共催）において、それぞれ「農林水産大臣賞」と「全漁連会長賞」に輝いて
いる。
このように、「海業」の取組みは、浜の再生・活性化の推進方策の一つとして、

漁港及び漁村地域の価値を高め、地方創生にも資する意義を持つものであり、
地域資源の価値や魅力、浜の特性を活かしてさらなる活性化を図っていくとい
う点において、JFグループが展開する浜プランの取組みの方向性とも合致する
ものである。
一方、「海業」の推進にあたっては、全国各浜の地域性や漁業実態を十分に踏

まえる必要がある。生
なり

業
わい

としての「漁業」との協調・調和を必須とし、しっか
りと調整が図られたうえで、漁業者やJFが中心となって取組みを推進していく
ことが重要と考える。
JF全漁連は、このような認識を踏まえ、「海業」の推進による漁村地域の活性
化を志向する地区の浜プランの策定・実践支援に向け、関係機関と連携のうえ、
JFを中心とする「海業」の先進的な取組事例の収集・展開や調査等を実施して
いるところである。
全国の各浜には、地域で大切に受け継がれ発展してきた魚食文化、自慢の魚

などを持つ強みがあり、外から訪れる人々にとっては、魚を中心とする和食文
化をはじめ、各漁村のそれぞれ違った姿が大きな魅力となる。この点でも、漁
業・漁村は、「海業」の取組みを進めていくうえでのポテンシャルを有している
と言えるのではないだろうか。
「漁業所得向上」の取組みと「海業」による地域振興、この２つの相乗効果に
よって、各浜を中心とする活性化の波が広まり、浜プランのさらなる飛躍につ
ながっていくことが期待される。
新型コロナの流行が下火となった2023年３月、数年振りの旅行の途中、漁港

に多くの人で賑わう一角があった。のぼり旗には「カキ小屋」の文字。魚貝を
焼く香りに誘われて入店待ちの客の列に並んだ。
お昼時には少し早いが、店内は満席で外国人観光客の姿も多く見られた。カ
キやハマグリなどの焼き上がりを待ちながら新鮮なお刺身をいただく。
長男のテーブルに見る見るうちにカキ殻の山が築かれていく。すると、店員

さんが「たくさん食べてくれたから」と、さらにカキを一皿サービスしてくれた。
お礼を述べつつ地元漁業の話に花を咲かせる。こうしたふれあいもまた楽しい。

（全国漁業協同組合連合会 浜再生推進部 部長　木山真一・きやま しんいち）
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